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２

総
務
大
臣
は
、
法
人
の
行
う
事
業
に
対
す
る
事
業
税
に
関
す
る
調
査
の
結
果
、
課
税
標
準
額
の
総
額
の
更
正
若

し
く
は
決
定
又
は
分
割
基
準
の
修
正
若
し
く
は
決
定
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務

者
に
対
し
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
課
税
標
準
額
の
総
額
の
更
正
若
し
く
は
決
定
又
は
分
割
基
準
の
修
正
若
し
く
は

決
定
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
旨
及
び
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
も
の
と
す
る
。

３

実
地
の
調
査
に
よ
り
質
問
検
査
等
を
行
つ
た
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
税
務
代
理
人
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
納
税
義
務
者
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
へ
の
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
又
は

説
明
に
代
え
て
、
当
該
税
務
代
理
人
へ
の
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
通
知
又
は
説
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
九

第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
五
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
省
の
職

員
の
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
調
査
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
七
十
二
条
の
五
十
第
一
項
中
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
八
第
一
項
に
」
を
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
二

第
一
項
に
」
に
、「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
八
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
二
第
一
項
た

だ
し
書
」
に
、「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
八
第
一
項
の
」
を
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
二
第
一
項
の
」
に
改
め

る
。第

七
十
二
条
の
五
十
四
第
二
項
中
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
三
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十

七
第
一
項
」
に
、「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
、「
あ
ん
分
し
て
」
を
「
按
分
し
て
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
五
十
五
第
一
項
中
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
八
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
二

第
一
項
」
に
、「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
四
第
一
項
」
に
、「
本
項
」

を
「
こ
の
項
」
に
、「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
八
第
二
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
二
第
二
項
」に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
八
第
六
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
四
十
九
の
十
二
第
六
項
」に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
六
十
三
の
見
出
し
を「（
総
務
省
の
職
員
の
個
人
の
事
業
税
に
関
す
る
調
査
に
係
る
質
問
検
査
権
）」

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、「
指
定
す
る
者
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
七

十
二
条
の
六
十
四
ま
で
に
お
い
て
「
総
務
省
指
定
職
員
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
検
査
す
る
」
を
「
検
査
し
、
若
し

く
は
当
該
物
件
（
そ
の
写
し
を
含
む
。）の
提
示
若
し
く
は
提
出
を
求
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
当
該
職
員
」

を
「
当
該
総
務
省
指
定
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
前
項
」
を
加
え
、「
質
問
又
は

検
査
」
を
「
総
務
省
指
定
職
員
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

総
務
省
指
定
職
員
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
物
件
を
留
め

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
二
条
の
六
十
三
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
総
務
省
の
職
員
の
個
人
の
事
業
税
に
関
す
る
調
査
の
事
前
通
知
等
）

第
七
十
二
条
の
六
十
三
の
二

総
務
大
臣
は
、
総
務
省
指
定
職
員
に
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の

条
か
ら
第
七
十
二
条
の
六
十
三
の
四
ま
で
に
お
い
て
「
納
税
義
務
者
」
と
い
う
。）に
対
し
実
地
の
調
査
に
お
い
て

前
条
の
規
定
に
よ
る
質
問
、
検
査
又
は
提
示
若
し
く
は
提
出
の
要
求
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
十
二
条
の
六
十
三

の
四
に
お
い
て
「
質
問
検
査
等
」
と
い
う
。）を
行
わ
せ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
納
税
義
務
者
（
当
該

納
税
義
務
者
に
つ
い
て
税
務
代
理
人
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
税
務
代
理
人
を
含
む
。）に
対
し
、
そ
の
旨
及
び
次

に
掲
げ
る
事
項
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一

質
問
検
査
等
を
行
う
実
地
の
調
査
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
調
査
」
と
い
う
。）を
開
始
す
る
日
時

二

調
査
を
行
う
場
所

三

調
査
の
目
的

四

個
人
の
行
う
事
業
に
対
す
る
事
業
税
に
関
す
る
調
査
で
あ
る
旨

五

調
査
の
対
象
と
な
る
期
間

六

調
査
の
対
象
と
な
る
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件

七

そ
の
他
調
査
の
適
正
か
つ
円
滑
な
実
施
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
項

２

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
納
税
義
務
者
か
ら
合
理
的
な
理
由
を
付
し
て
同
項
第
一
号

又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
変
更
す
る
よ
う
求
め
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
協
議
す

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
は
、
総
務
省
指
定
職
員
が
、
当
該
調
査
に
よ
り
当
該
調
査
に
係
る
同
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
課
税
標
準
額
の
更
正
又
は
決
定
及
び
そ
の
分
割
の
調
査
の
た
め
に
必
要

が
あ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、当
該
事
項
に
関
し
質
問
検
査
等
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
は
、
当
該
事
項
に
関
す
る
質
問
検
査
等
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
事
前
通
知
を
要
し
な
い
場
合
）

第
七
十
二
条
の
六
十
三
の
三

前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
務
大
臣
が
調
査
の
相
手
方
で
あ
る
納
税
義

務
者
の
過
去
の
調
査
結
果
の
内
容
又
は
そ
の
営
む
事
業
内
容
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
総
務
大
臣
が
保
有
す
る
情
報

に
鑑
み
、
違
法
又
は
不
当
な
行
為
を
容
易
に
し
、
正
確
な
事
実
の
把
握
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
そ
の
他
個
人
の
行

う
事
業
に
対
す
る
事
業
税
に
関
す
る
調
査
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に

は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
要
し
な
い
。

（
総
務
省
の
職
員
の
個
人
の
事
業
税
に
関
す
る
調
査
の
終
了
の
際
の
手
続
）

第
七
十
二
条
の
六
十
三
の
四

総
務
大
臣
は
、
個
人
の
行
う
事
業
に
対
す
る
事
業
税
に
関
す
る
実
地
の
調
査
を
行
つ

た
結
果
、
課
税
標
準
額
の
総
額
の
更
正
若
し
く
は
決
定
又
は
分
割
基
準
の
修
正
若
し
く
は
決
定
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
納
税
義
務
者
で
あ
つ
て
当
該
調
査
に
お
い
て
質
問
検
査
等
の
相
手
方
と
な
つ
た
者
に

対
し
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
課
税
標
準
額
の
総
額
の
更
正
若
し
く
は
決
定
又
は
分
割
基
準
の
修
正
若
し
く
は
決
定

の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
旨
を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

総
務
大
臣
は
、
個
人
の
行
う
事
業
に
対
す
る
事
業
税
に
関
す
る
調
査
の
結
果
、
課
税
標
準
額
の
総
額
の
更
正
若

し
く
は
決
定
又
は
分
割
基
準
の
修
正
若
し
く
は
決
定
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務

者
に
対
し
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
課
税
標
準
額
の
総
額
の
更
正
若
し
く
は
決
定
又
は
分
割
基
準
の
修
正
若
し
く
は

決
定
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
旨
及
び
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
も
の
と
す
る
。

３

実
地
の
調
査
に
よ
り
質
問
検
査
等
を
行
つ
た
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
税
務
代
理
人
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
納
税
義
務
者
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
へ
の
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
又
は

説
明
に
代
え
て
、
当
該
税
務
代
理
人
へ
の
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
通
知
又
は
説
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
十
二
条
の
六
十
三
の
五

第
七
十
二
条
の
六
十
三
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
省
の
職
員
の

個
人
の
事
業
税
に
関
す
る
調
査
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
七
十
二
条
の
六
十
四
第
一
項
第
一
号
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
六
十
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

第
七
十
二
条
の
六
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
物
件
の
提
示
又
は
提
出
の
要
求
に
対
し
、
正
当
な
理
由
が
な

く
こ
れ
に
応
ぜ
ず
、又
は
偽
り
の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
た
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件（
そ
の
写
し
を
含
む
。）

を
提
示
し
、
若
し
く
は
提
出
し
た
者

第
七
十
二
条
の
六
十
四
第
一
項
第
三
号
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
六
十
三
第
一
項
」
に
、「
総
務
省

の
職
員
」
を
「
総
務
省
指
定
職
員
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
の
八
十
四
の
見
出
し
を「（
徴
税
吏
員
の
譲
渡
割
に
関
す
る
調
査
に
係
る
質
問
検
査
権
）」に
改
め
、
同

条
第
一
項
中
「
検
査
す
る
」
を
「
検
査
し
、
若
し
く
は
当
該
物
件
（
そ
の
写
し
を
含
む
。）の
提
示
若
し
く
は
提
出
を

求
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
前
項
」
を
加
え
、「
質
問
又
は
検
査
」
を
「
道
府
県

の
徴
税
吏
員
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

道
府
県
の
徴
税
吏
員
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
物
件
を
留

め
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
二
条
の
八
十
五
第
一
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
物
件
の
提
示
又
は
提
出
の
要
求
に
対
し
、正
当
な
理
由
が
な
く
こ
れ
に
応
ぜ
ず
、

又
は
偽
り
の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
た
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
（
そ
の
写
し
を
含
む
。）を
提
示
し
、
若
し

く
は
提
出
し
た
者

第
七
十
二
条
の
九
十
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
更
正
請
求
書
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
税

務
官
署
が
当
該
更
正
の
通
知
を
し
た
日
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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